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気候変動に適応した農業技術の効果的な社会実装事業について

事業の目的

県の研究機関で既に開発された技術 あるいは
みやぎ環境税活用事業等で今後開発される技術を対象に，

・先行的な展示実証ほを設置し，現地適応性の確認や改良を実施
・県内生産者の皆様を対象とした現地研修会の開催
・農業・園芸総合研究所内に情報発信拠点（オープンラボ）を設置し，視察対応や情報提供により，
生産現場への社会実装を加速化
・新たに開発された技術のマニュアルを速やかに発行し，普及をサポート

展示実証ほを活用した
現地研修会の開催

オープンラボにおける
パネル展示や視察対応

気候変動適応策技術
に関するマニュアルの策定

ホームページによる
動画配信や資料提供



気候変動に適応した農業技術の効果的な社会実装事業について

本年度は，上記の技術について現地実証ほを設置し，現地検討会等の実施を予定しています。

技術名 実証ほ設置 研修会開催（予定）

イチゴクラウン温度制御技術 ○ ○

イチゴ栽培のIPM体系 ○ ○

大麦リビングマルチを利用したキャベツ等のIPM体系 ○ ○

増収技術と省力栽培技術を導入したシャインマスカットの栽培体系 ○ ○

主要露地野菜生産に関する温暖化適応技術開発 ○ -

キク類栽培における気候変動への適応推進 ○ 7/21

温暖化に対応した高温に強いイネづくり開発普及推進事業 ○ -


